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こんな教材を使って

○単元のねらい

本単元では，「読むことの楽しさや喜び

を感じながら音読したり，叙述とさし絵を

手がかりにしたりして，場面の様子や登場

人物の気持ちを想像しながら読むこと」を

ねらいとしている。また，このお話の作者

との出会いから，同一作者のお話を読んで

みたいという子どもたちの読書意欲につ

ながることも期待できる。

○学習指導要領への意義

１年生の物語文を読むことの領域の目標

は，「書かれている事柄の順序や場面の様子

などに気付いたり想像を広げたりしながら

読む能力を身に付けさせるとともに，楽し

んで読書しようとする態度を育てる。」であ

る。そこで「くじらぐも」の作者である中

川李枝子のいろいろな本との出会いから，

学習を通してお話を読むことの楽しさを経

験することは「楽しんで読書しようとする

態度を育てる」上で価値高いと考える。

○テーマへの意義

いろいろな中川李枝子のお話を比べて

読むことで，お話を比べる楽しさや同一作

者の話に共通する視点に興味をもち，読み

広げていこうとする読書意欲を高めてい

くことは，「読むこと」を通して考える力

を身に付け，豊かな学びをつくる子どもを

育てる上で意義深いと考える。

第１学年 国語科学習指導案

指導者

１ 単元名

～なかがわりえこさんのおはなしをよもう～

こえにだしてよもう「くじらぐも」 「ぐりとぐらのかいすいよく」「たからさがし」他

２ 指導観

こんな子どもたちだから
○ 本学級には，朝の読書活動が好きだという子どもが 72％，読み聞かせが好きだという子どもが

95％，作者に着目して読書をしているという子どもが 36％いる。 （意欲・関心）
○ 「おむすびころりん」では，さし絵やことばに着目して，場面の様子を想像したり，声に出し

て読んだりする学習を経験し，書いてあることの大体を読み取ることはできている。 （学び方）
○ さし絵やことばを手がかりにして読み取った場面の様子や登場人物の気持ちを聴き合うこと

で，あらすじの違いやお話のおもしろかったところについて気付くことができつつある。（認識）

こんな手立てで（方法）
○つかむ段階では

絵や冒頭の部分から「くじら
ぐも」への興味を高め，これか
ら先のお話に期待感をもたせ，
読みのめあてをとらえさせる。
交流活動を通して読みのめあての答えから
学習計画を立て「くじらぐも」を読み深める
視点をもたせる。
○さぐる段階では

あらすじをとらえたときに子どもたちか
ら出された疑問をもとに，場面の様子や登場
人物の気持ちを読み深めていく。その際，さ
し絵と叙述をつないで考えマップを作り，そ
れぞれの場面の様子や登場人物の気持ちを
想像し，読み取りをまとめていく。「くじら
ぐも」の中に書かれているなかよしになる過
程を聴き合い，自分の考えを見直していく。

自分の考えの変容に気付くことができる
ように自己評価カードを書き，ポートフォリ
オに残していくようにする。
○あらわす段階では

「くじらぐも」の読みのまとめから，学習
問題「他の中川さんのお話はどうやってなか
よしになるのかな」へつなぐ。「なかよし」
について同一作者のお話を比べ，読んだお話
のあらすじの相違点を聴き合わせることで，
なかよしになる過程にはいろいろあること
に気付かせ，これまでのなかよしに対する自
分の考えを見直していけるようにする。

目指す子どもの姿
◎ 中川李枝子のいろいろなお話に興味をもち，進んで読もうとしている。 （意欲・関心）
◎ さし絵と叙述をつないで読んだり，ことばを手がかりに場面の様子や登場人物の気持ちを想像

したりして聴き合うことができる。 （学び方）
◎ 聴き合い活動を通して，同一作者のお話から「なかよし」になる過程の違いやなかよしになる

ことの楽しさについて考えを見直すことができる。 （認識）

中川李枝子
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３ 単元カリキュラム

～
い
ろ
い
ろ
な

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
を

読
も
う
～

前単元

たくさんのお話を読むと，いろいろな「なかよし」があることが

分かるね。

○主な聴き合い活動

学習問題「他の中川さんの

お話は，どうやってなかよし

になるのだろう。」について，

お話のあらすじや登場人物

を比べて聴き合い，なかよし

になる過程の違いを見直し

ている。

～
お
は
な
し
を

た
の
し
も
う
～

「
た
ぬ
き
の
糸
車
」

次単元

○主なポートフォリオ評価

今までの考えのポートフォ

リオをもとに，中川李枝子の

作品に見られるなかよしにな

る過程について，考えをまと

め，友達の考えを付け加え，

自分の考えを見直している。

ぐりとぐらのかいすいよく たからさがし

とってもいいなわ くまのたんじょうび

○

場
面
の
様
子
や
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
さ
し
絵
や
文

章
か
ら
想
像
を
広
げ
な
が
ら
読
み
、
昔
話
の
お
も
し
ろ
さ

を
見
直
す
聴
き
合
い
活
動

○

場
面
の
様
子
を
想
像
し
た
り
、
声
に
出
し
て
読
ん
だ
り

し
て
、
お
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
見
直
す
聴
き
合
い
活
動

●
ゆ
う
じ

○
つ
え
を
み
つ
け
る

●
う
さ
ぎ
の
ギ
ッ
ク
も
み
つ

け
る

○
ど
ち
ら
の
も
の
に
す
る
か

け
ん
か
に
な
り
、
し
ょ
う
ぶ

を
す
る

○
ギ
ッ
ク
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
つ
え
を
わ
た
す

○
●
よ
ろ
こ
ぶ
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
み
て

な
か
な
お
り

を
す
る

○
三
人
で

た
の
し
い

お
や
つ
の

じ
か
ん

●
ぐ
り
と
ぐ
ら

○
か
い
す
い
よ
く
に
い
く

○
ぐ
り
と
ぐ
ら
が
び
ん
を

み
つ
け
る

○
う
み
ぼ
う
ず
か
ら
の
て
が

み
が
は
い
っ
て
い
た

○
う
み
ぼ
う
ず
に
あ
う

○
こ
ま
っ
て
い

る
う
み
ぼ
う
ず

を
た
す
け
る

○
う
み
ぼ
う
ず

と
あ
そ
ぶ

○
う
み
ぼ

う
ず
と
の

お
わ
か
れ

●
ち
い
さ
な
く
ま

○
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
た

ん
じ
ょ
う
び
あ
ん
な
い

じ
ょ
う
を
だ
し
に
い
く

○
と
ち
ゅ
う
で
あ
ん
な

い
じ
ょ
う
が
と
ん
で
い

く
→
お
い
か
け
る

○
お
い
か
け
る
う
ち
に

と
も
だ
ち
が
ふ
え
る

○
み
ん
な
で
お
た
ん
じ

ょ
う
び
を
い
わ
う

●
ゆ
う
じ

○
な
わ
を
一
ぽ
ん
ひ
ろ
う

○
く
ま
す
け
と
い
っ
し
ょ

に
あ
そ
ぶ

○
な
わ
が
の
び
る

○
も
り
の
な
か
ま
が
あ
つ

ま
る

○
な
か
ま
と
の
お
わ
か
れ

○
な
わ
が
き
れ
る

○
ふ
た
り
で
な
わ
を
わ
け

る

く
じ
ら
ぐ
もは

じ
め
の
は
な
し
〈
出
会
い
〉

四
じ
か
ん
め
の
こ
と
で
す
。

空
に
大
き
な
く
じ
ら
が
…
。

ま
っ
し
ろ
い
●
く
も
の
く
じ
ら
で
す
。

○
こ
ど
も
た
ち
が

た
い
そ
う
を
し
て
い

る
と

く
じ
ら
も
た
い
そ
う
を
は
じ
め
ま
し
た
。

な
か
の
は
な
し
〈
み
ん
な
で
遊
ぶ
〉

み
ん
な
が
さ
そ
う
と

「
こ
こ
へ

お
い
で
よ
う
。
」

く
じ
ら
も

さ
そ
い
ま
し
た
。

「
も
っ
と
た
か
く

も
っ
と
た
か
く
。」

と
、
く
じ
ら
も
お
う
え
ん
し
ま
し
た
。

「
さ
あ
、
お
よ
ぐ
ぞ
。」

く
じ
ら
は
、
あ
お
い

空
の
な
か
を

げ
ん
き
い
っ
ぱ
い
す
す
ん
で
い
き
ま

し
た
。

さ
い
ご
の
は
な
し
〈
お
別
れ
〉

せ
ん
せ
い
が
と
け
い
を
み
て
お
ど
ろ
く
と

「
さ
よ
う
な
ら
。」

く
も
の
く
じ
ら
は
ま
た
、
げ
ん
き
よ
く

あ
お
い
空
の
な
か
へ
か
え
っ
て
い
き
ま
し
た
。

国語科部テーマ

「読むこと」を通して，考える力を育てる国語科学習

さし絵 さし絵 さし絵
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４ 指導計画 (計１４時間)

段

階
主な学習活動と内容

評価規準と子どもの姿

◇＝評価規準 ・＝意識

指導上の留意点と評価方法

○＝留意点 ◆＝評価方法

配

時

つ

か

む

１ 題名，冒頭から，読みの

めあてをつくる。

○ 題名について考える。

○ 冒頭の部分を読み，感

想と疑問を交流し，読み

のめあてをつくる。

２ 全文を読んで，読みのめ

あてに対する答えを聴き合

う。

(1) さし絵をもとに，あら

すじをとらえる。

(2) 読みのめあてに対する

答えを書きまとめる。

３ 答えをもとに，分からな

いところやはっきりしない

ところを出し合い，学習計

画を立てる。

４ 読みのめあての答えをも

とに学習計画に沿って，そ

れぞれの場面を読み深め

る。

(1) くじらぐもと子どもた

ちが，体操をするときの

様子や気持ちを読み深め

る。

(2) くじらぐもが子どもた

ちを誘うときの様子や気

持ちを読み深める。

(3) くじらぐもに，子ども

たちが乗るときの様子や

気持ちを読み深める。

(4) くじらぐもと子どもた

ちが，旅をするときの様

子や気持ちを読み深め

る。

・くものくじらは，どうし

て子どもたちのところにあ

らわれたのだろう。

◇さし絵と叙述をつない

で，くじらのしたことをと

らえている。

・くじらぐもは，みんなと

あそびたくてあらわれたの

かな。

・くじらはみんなといろん

なことをしたんだね。

◇互いの考えを聴き合い自

分の読み取りを確かめてい

る。

・どうして子どもたちとい

っしょにたいそうしたり，

おうえんしたりしたのか

な。

◇登場人物になって動作化

したりことばを比べたりし

て気持ちを想像し，ふきだ

しや考えマップに書いてい

る。

◇場面ごとのお話を「なか

よし」に着目して自分なり

に考えている。

・くじらが子どもたちの真

似をしたのは，一緒にいろ

んなことをしてなかよくな

りたかったからなんだね。

○題名や冒頭の部分から，

くじらぐもが突然現れたこ

とを読み取らせ，お話への

興味を高める 《支援①⑧》

◆発言分析

○さし絵を準備し，それを

並べ替える活動を取り入れ

たりして，あらすじを確か

につかむことができるよう

にする。 《支援④⑧》

◆発言・学習プリント・ポ

ートフォリオ分析

○登場人物のしたことをも

とに，考えマップをつくる

ことができるようにする。

《支援②⑥》

◆発言・学習プリント分析

○登場人物になりきって気

持ちを表現できるように動

作化を取り入れたり，ふき

だしや，考えマップに書か

せたりする。 《支援②③》

◆考えマップ分析

○内容を理解できている

か，聴き合いの中で答えさ

せるようにする。

《支援③④》

◆活動の様子の観察

１

１

１

１

１

１

１

１

さ

ぐ

る

交流活動①

●全体

・不十分な点から疑問を

見付ける聴き合い活動

<読みのめあて> 空にあらわれたくものくじらが，これか

らなにをするおはなしだろう。

〈読みのめあての答えの方向〉

空にあらわれたくものくじらが，子どもたちといっしょ

にたいそうしたり，おうえんしたり，げんきいっぱい空の

なかをすすんでいったりして，さいごは子どもたちとわか

れてあおい空のなかへかえっていったおはなし
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(5) くじらぐもと子どもた

ちが，別れるときの様子

や気持ちを読み深める。

５ 読み深めたことをもと

に，読みのまとめと読み方

のまとめをし，重ね読みの

読書への問題を考える。

(1) ５つの場面のくじらぐ

もと子どもたちが，なか

よしになっていく様子を

整理する。

(2) 「くじらぐも」で読み深

めたことを，考えマップ

をもとに聴き合う。

○ 読みのまとめから学習

問題をとらえ，重ね読み

の読書につなげる。

６ いろいろな中川李枝子の

お話を読み，聴き合いを通

していろいろな「なかよし」

を比べる。

(1) 中川李枝子の４つのお

話の中から１つを選び，

読む。

①「ぐりとぐらのかいすいよく」

②「たからさがし」

③「とってもいいなわ」

④「くまのたんじょうび」

○ 重ね読みの本を読み，

考えマップをつくる

○ 重ね読みの本を聴き合

うためのフリップをつく

る。

(2) 聴き合いをして，お話

を比べ，いろいろななか

よしについて考えを見直

す。

○ 話の内容を楽しく伝え

るようにグループで聴き

合う。

○ ５つのお話を比べるた

め，全体で聴き合う。

７ 単元全体を振り返る。

○ 読みのまとめをする。

◇ポートフォリオを使って

読み方のまとめをしてい

る。

◇「くじらぐも」のお話を

振り返り，聴き合いを通し

て読みが深まったところ

を，友達に伝えている。

・くじらがしたことは全部，

子どもたちとなかよしにな

ることとつながるんだね。

・他にもこんなにあるんだ

な。読んでみたいな。

◇学習問題から，選んだ本

のなかよしになる過程を見

付けることができる。

◇友達と対話をして自分の

読み取りや友達の読み取り

のよさを感じている。

・このお話では，なかよし

になって，友達がどんどん

増えていくね。

・このお話では，けんかを

しても仲直りをしている

よ。そうすれば前よりなか

よしになれるね。

・いろいろななかよしにな

る方法があって楽しかった

な。

・なかがわりえこさんのお

話っていろいろななかよし

があって楽しいな。もっと

読んでみたいな。

◇作者の他のお話に関心を

もって読もうとしている。

○お話のおもしろかったと

ころや音読を工夫したとこ

ろを聴き合う。

《支援②⑥》

◆発言・学習プリント・考

えマップ・自己評価カー

ド・ポートフォリオ分析

○作者のいろいろなお話を

読むことができるように本

を用意する。 《支援⑧》

◆活動の様子の観察

○４つのタイプの中川李枝

子のお話を準備し，一人に

一冊ずつコピーしておき，

全員に一度読ませておく。

《支援⑧》

◆活動の様子の観察

○教科書の「くじらぐも」

をもとに違いを考えさせ

る。 《支援②⑥》

◆考えマップ・フリップ・

ポートフォリオ分析

○聴き合い活動を通して，

フリップやポートフォリオ

を見て話の展開の仕方の違

いや，なかよしの違いに気

付いている。 《支援④⑨》

◆発言・自己評価カード分

析

○ポートフォリオを使って

単元を振り返り，さらなる

読書活動へと意欲をもって

いる。 《支援②⑧》

◆ポートフォリオ分析

１

１

１

１

１

本

時

１

あ

ら

わ

す

交流活動②

●同質グループ・全体

・不十分な点を補い，考

えを整理する聴き合い

活動

交流活動③

●異質グループ・全体

・共通点，相違点をもと

に，考えを見直す聴き合

い活動

学習問題：ほかのなかがわさんのおはなしは，どうやって

なかよしになるのだろう。

〈「くじらぐも」の読みのまとめ〉くじらぐもが子どもたち

のまえにあらわれていっしょにたいそうしたり，おうえん

したりしたのは，なかよくなりたかったからだ。
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５ 本時

互いが読んだ中川李枝子のお話のなかよしになる過程について聴き合い，自分の考えを見直す時間

（１３／１４）

６ 本時の目標

○ 書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付き，想像を広げながら，楽しんで読書をしよ

うとする意欲をもつことができる。 （学習指導要領から）

○ 自分が読んだ中川李枝子のお話と友達が読んだものとを比べながら，「なかよし」について聴き

合い，互いの読み取りや，お話の同じところや違うところについて考えることができる。

（テーマから）

７ 本時の授業仮説

８ 本時指導の考え方

○本時のねらい

本時は，互いが読んだ中川李枝子のお話についてグループや全体での交流を通して聴き合い，

いろいろなお話を比べてなかよしになる過程の違いに気付くことをねらいとしている。

子どもたちは前時までに，教科書教材の「くじらぐも」を読み深めた後に，副教材として作者

中川李枝子の４つのお話「ぐりとぐらのかいすいよく」「たからさがし」「とってもいいなわ」「く

まのたんじょうび」を読んでいる。子どもたちは，その中から一つのお話を選び，そのお話

のあらすじや「なかよし」になる過程を聴き合うためにフリップにまとめている。聴き合うこ

とで，お話を比べる楽しさや同一作者のお話に共通する視点に興味をもち，読み広げていこうと

する読書意欲を高め，考える力を育てることができると考えている。

○交流活動の工夫について

入門期の子どもたちであってもお話の内容を楽しく伝えることができるように，フリップや尋

ねる文を使って聴き合うようにさせたい。その中で尋ねられたことに対して，自分の予想と答え

が違ったときに「どうして。なぜ。」という疑問や驚きが起こるであろう。その気持ちに答えるた

めには，お話の内容に触れた解説が必要になる。根拠となる文を提示することで，聴き手に「な

るほど。」と思わせることができる。そのことが，読み取ったお話を聞かせることにつながってく

る。そのため，フリップやポートフォリオを使って，聴き合いをグループから全体へと形態を移

し，自分や友達の読んだお話の「なかよし」になる過程の違いや共通点に気付いていくようにし

ていく。

○評価活動の工夫について

評価活動は，お互いのよさを評価する相互評価を行う。自分のがんばりや友達のよさがわかる

ような自己評価カードを準備する。子どもが書いた自己評価カードの最後には教師も評価の規準

にそって評価をするようにする。三者での評価をすることによって自分のがんばりや友達のよさ

に気付き，読み広げていこうとする意欲を喚起できると考える。

・規準に満たない子への支援

評価規準に満たない子へは，事前の把握で個別指導をしておき，自信をつけてから本時を迎え

るようにしておく。また，フリップや考えマップのあらすじや，選んだ文に付箋を貼っておき，

ポートフォリオですぐに振り返ることができるようにする。

９ 準備

学習の流れ図，授業用資料，考えマップ，フリップ，ポートフォリオ，重ね読みをした作品に関

連する同一作者の本，自己評価カード

「くじらぐも」と中川李枝子のお話のなかよしになる過程の違いを比べる聴き合い活動を設定し，

お互いの読み取りのよさを評価するポートフォリオ評価を行えば，子どもたちのお話を読む新しい視

点を広げることができ，自分がもつ「なかよし」に対する考えを見直すことができるであろう。
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１０ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料

１ これまでの学習を振り返り，

本時のめあてをつかむ。

(1) 前時までに，重ね読みの本

の自分たちの読み取りをまと

めていることを確認する。

(2) 各自がつくった話のフリ

ップをもとに聴き合うことを

確認する。

(3) 教科書教材と副教材を重

ね，「なかよし」の視点に沿っ

て相違点を見付けることを確

認する。

２ いろいろな中川李枝子のお話

のなかよしになる過程について

聴き合い活動をする。

(1) グループで聴き合う。

○違いの根拠となる叙述を示

しながら自分の考えを述べる。

①｢ぐりとぐらのかいすいよく｣

②｢たからさがし｣

③｢とってもいいなわ｣

④｢くまのたんじょうび｣

(2) 全体での聴き合いを通し

て，お話のなかよしになる過

程を比べる。

○代表児童の発表をもとに中

川李枝子のお話のなかよしに

なる過程の違いを比べる。

(3) 「いやいやえん」「ぐりと

ぐらシリーズ」など，４つの

作品と内容が関連した同一作

者の本を紹介する。

３ 本時のまとめをする。

(3) 本時の学習を振り返り，自

己評価カードを書く。

４ 次時の学習を知る。

○学習の流れ図や，ポ

ートフォリオで前時学

習を想起させる。

○それぞれの考えを聴

き合い，根拠をもとに

答えを見付けていく必

要感からめあてをつか

ませていく。

○前時に自分の考えを

まとめたポートフォリ

オをもとに発言させ

る。

○代表児童には根拠と

つなぎながら自分の考

えを述べさせる。聴き

手には，自分の考えと

比べながら質問や感想

を述べさせる。

○自分の考えの変化や

友達の考えを自己評価

カードに記入させ，感

想を述べさせる。

基準Ａ 基準Ｂ 学習の

流れ図

授業用

資料

考え

マップ

フリッ

プ

ポート

フォリ

オ

重ね読

みをし

た作品

に関連

する同

一作者

の本

自己評

価カー

ド

・自分の読ん

だお話のなか

よしになる過

程をくわしく

聴き合うこと

ができる。

・なかよしに

なる過程には

いろいろある

こ と に 気 付

き，なかよし

になるよさや

読書の楽しさ

を自分なりに

文章に表して

いる。

・自分の読ん

だお話のなか

よしになる過

程を聴き合う

こ と が で き

る。

・なかよしに

なる過程には

いろいろある

こ と に 気 付

き，読書の楽

しさを自分な

りに文章に表

している。

本時のめあて： おはなしのあらすじをくらべてききあい，どうやってなかよしにな

っていくのかかんがえよう。

・それぞれがとらえたお話の

「なかよし」に対する考えを

進んで聴き合いたいと思って

いる。

基準Ｂに達しない子への支援

・聴き合い活動を通して，自

分の考えと友達の考えから，

中川李枝子のお話の違いを見

付けることができる。

基準Ｂに達しない子への支援

・フリップや考えマップの，

あらすじや選んだ文に付箋を

貼っておき，ポートフォリオ

ですぐに見られるようにす

る。

<本時で目指す子どもの姿>おともだちとお話を比べ

ると，みんなで遊ぶなかよしだけではなく，他にもな

かよしのなりかたがあるのだなと思いました。中川さ

んのほかのお話ももっと読んでみたいです。

学習問題：ほかのなかがわさんのおはなしはどうやってなかよしになるのだろう。

まとめ：おはなしをくらべてよむと，だれとだれがどう

やってなかよしになったか，いろいろななかよしになり

かたがあるのがわかるね。
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